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高次脳機能障害者への高次脳機能障害者への
職業訓練の一方法②職業訓練の一方法②

ピグマリオン効果の検証ピグマリオン効果の検証//箱作りをとおして箱作りをとおして

国立身体障害者リハビリテーションセンター国立身体障害者リハビリテーションセンター

更生訓練所更生訓練所 近藤和弘近藤和弘

背景背景
• 一般的に従来の高次脳機能障害者への職業訓練は、

次の二つの方法に大別することができる。

１機能代償法

例えば記憶障害の人は、仕事の手順をあらかじめ
ノートに書き付けて（メモリーノート）、随時ノートを参
照しながら仕事を遂行する。このように症状を把握し
て、機能障害を代償する手段を見つけ出してきて仕
事を覚えさせるやり方である。

２人間関係に基づく方法

機能障害に焦点をあてたものではなく、例えば指導員
と訓練生、あるいは訓練生同士の関係を調整するこ
とに重点を置いたものである。とりわけ、中心的にな
るのは動機付けの形成である。
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動機づけの方法動機づけの方法

１１ 外発的動機づけによる方法外発的動機づけによる方法

飴と鞭飴と鞭

２２ 内発的動機づけによる方法内発的動機づけによる方法

興味・関心を引き出す興味・関心を引き出す

３３ 人間関係に基づく方法人間関係に基づく方法

「期待（ピグマリオン効果）」「期待（ピグマリオン効果）」

ｃｆ．ｃｆ．実践の共同体における位相づけ実践の共同体における位相づけ

ピグマリオン効果

「職業指導員が抱く利用者への期待が、その利
用者の訓練効果に影響を及ぼすことをいう。

つまり、職業指導員が期待をすると、その利
用者の成績が上昇したり、その逆だと下降する
ことである。一般的には、成績が上昇する結果
をさす」
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方法：ケーススタディ方法：ケーススタディ

•• 訓練生プロフィール訓練生プロフィール

1919歳。男性。高校歳。男性。高校22年次に交通事故にて脳挫年次に交通事故にて脳挫
傷。意識消失傷。意識消失44週間。受傷後に養護学校高等週間。受傷後に養護学校高等

部に編入して、卒業後に当センターを利用。部に編入して、卒業後に当センターを利用。

国立職業リハビリテーションセンターの職業評国立職業リハビリテーションセンターの職業評
価は「否」となり、当センター更生訓練所の訓価は「否」となり、当センター更生訓練所の訓
練開始となる。練開始となる。

•• 障害状況障害状況

（１）医学的診断（高次脳機能障害）（１）医学的診断（高次脳機能障害）

①記憶障害①記憶障害 ②注意障害②注意障害

③社会的行動障害③社会的行動障害 ④病識欠落④病識欠落

⑤遂行機能障害⑤遂行機能障害 ⑥左半側空間無視⑥左半側空間無視

（２）訓練からみた行動（障害）の特徴（２）訓練からみた行動（障害）の特徴

①遂行機能障害（ 「同時動作の障害」 ）

② 左半側空間無視

③誤った思い込み

④「易疲労性」

⑤構成失行

（３）身体障害（（３）身体障害（11級）級）

運動機能系障害（左片麻痺。車椅子使用）運動機能系障害（左片麻痺。車椅子使用）
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訓練課題訓練課題

訓練課題１訓練課題１ プリント基板への導線付けプリント基板への導線付け

電子・電気コースの基本課題電子・電気コースの基本課題

訓練課題２訓練課題２ 各種簡易作業（ネジの選別など）各種簡易作業（ネジの選別など）

基本課題ができないために簡易作業をおこなった基本課題ができないために簡易作業をおこなった

訓練課題３訓練課題３ 訓練課題１の再試行訓練課題１の再試行

期待が形成されたので、再び課題１を実施した期待が形成されたので、再び課題１を実施した

訓練課題４訓練課題４ 箱作り箱作り

進路先が授産施設に決まり、準備性を高める進路先が授産施設に決まり、準備性を高めるためため

訓練課題１訓練課題１（プリント基板への導線付け）（プリント基板への導線付け）
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導線の切断の結果導線の切断の結果
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導線の切断（改良）導線の切断（改良）

導線の数の確認導線の数の確認
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訓練課題１訓練課題１（プリント基板への導線付け）（プリント基板への導線付け）

訓練課題２：簡易作業の作業成績訓練課題２：簡易作業の作業成績
図５　「ネジの選別（作業1）」
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図６　「ネジの袋入れ（作業２）」
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図７　「ビニール袋閉じ（作業３）」
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図８　「ビニール袋作り（作業４）」
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訓練課題１の再試行の結果訓練課題１の再試行の結果
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工程１：仕上がり

工程１：手順の正確さ

工程２：仕上がり

工程２：手順の正確さ

工程1+工程２：仕上がり

工程１+工程2：手順の
正確さ

訓練課題訓練課題

訓練課題１訓練課題１ プリント基板への導線付けプリント基板への導線付け

電子・電気コースの基本課題電子・電気コースの基本課題

訓練課題２訓練課題２ 各種簡易作業（ネジの選別など）各種簡易作業（ネジの選別など）

基本課題ができないために簡易作業をおこなった基本課題ができないために簡易作業をおこなった

訓練課題３訓練課題３ 訓練課題１の再試行訓練課題１の再試行

期待が形成されたので、再び課題１を実施した期待が形成されたので、再び課題１を実施した

訓練課題４訓練課題４ 箱作り箱作り

進路先が授産施設に決まり、準備性を高めるため進路先が授産施設に決まり、準備性を高めるため
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障害状況障害状況

（１）医学的診断（高次脳機能障害）（１）医学的診断（高次脳機能障害）

①記憶障害①記憶障害 ②注意障害②注意障害

③社会的行動障害③社会的行動障害 ④病識欠落④病識欠落

⑤遂行機能障害⑤遂行機能障害 ⑥左半側空間無視⑥左半側空間無視

（２）訓練からみた行動（障害）の特徴（２）訓練からみた行動（障害）の特徴

①遂行機能障害（ 「同時動作の障害」 ）

② 左半側空間無視

③誤った思い込み

④「易疲労性」

⑤構成失行

（３）身体障害（（３）身体障害（11級）級）

運動機能系障害（左片麻痺。車椅子使用）運動機能系障害（左片麻痺。車椅子使用）

構成失行（漢字の模写）構成失行（漢字の模写）
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構成失行（スケッチ）構成失行（スケッチ）

訓練課題２と紙ヒコーキ作り訓練課題２と紙ヒコーキ作り
図５　「ネジの選別（作業1）」
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図６　「ネジの袋入れ（作業２）」
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図７　「ビニール袋閉じ（作業３）」
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図８　「ビニール袋作り（作業４）」
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図９　「色鉛筆の整理（作業５）」
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訓練課題４：箱作り訓練課題４：箱作り

手順書手順書

作業成績作業成績

完成品完成品
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箱作りの結果箱作りの結果
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考考 察察

箱作り箱作り

①期待形成後の課題で①期待形成後の課題で
あったあった

②指示書を作成した（訓②指示書を作成した（訓
練生が理解できる言練生が理解できる言
葉で作成した）。葉で作成した）。

③訓練生も指導員も本③訓練生も指導員も本

気で取り組んだ。気で取り組んだ。

紙ヒコーキ作り紙ヒコーキ作り

①期待の形成以前の課題①期待の形成以前の課題
であった。であった。

②指示書は作らなかった②指示書は作らなかった

③訓練生からは「出来ない」③訓練生からは「出来ない」
という意思表示がはっきりという意思表示がはっきり
とあった。指導員も本気にとあった。指導員も本気に

なっていない。なっていない。

今後の課題今後の課題

○「期待」の方法論の確立○「期待」の方法論の確立

・「期待」のチェックリスト作り・「期待」のチェックリスト作り

・「期待」の・「期待」の33段階仮説の実証段階仮説の実証
第第11段階段階 受け入れてもらう受け入れてもらう

第第22段階段階 認めてもらう認めてもらう

第第33段階段階 期待（この人のためなら）期待（この人のためなら）
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「期待」形成のチェックリスト（試案）「期待」形成のチェックリスト（試案）

目と目があったあいさつが交わされる目と目があったあいさつが交わされる

訓練生が理解できる、言葉で説明できる訓練生が理解できる、言葉で説明できる

表情：「お願いします」という顔つきである表情：「お願いします」という顔つきである

表情：訓練生の目が「らんらん」としている表情：訓練生の目が「らんらん」としている

作業に対する課題や障害に対して真剣に作業に対する課題や障害に対して真剣に
話し合える話し合える

指導員が訓練生の情動のコントロールが指導員が訓練生の情動のコントロールが
できるできる

ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました
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高次脳機能障害者の集団クリーニング
訓練における訓練システムについて

-----位相化の微視的構造-----

国立身体障害者リハビリテーションセンター

若林耕司
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研究の背景1：実践の共同体とは

１ 「ものづくり」の集団である。企業のクリーニ
ング工場とほとんど同じ設備のもとで行い、
また、教材は、当センターの病院などから出
される白衣、ズボン、シーツ等を年間約５００
００点ほど仕上げて届けている。

２ 徒弟制に基づく仕事仲間

３ 訓練生は「古参者」、「新参者」に区別され
る。なお、指導員は親方に近い存在である。

研究の背景2
• 我々が対象とする利用者は、知識や技術の習得
以前の訓練に対する意欲や職業準備性が低い人
がほとんどである。

• このような利用者の訓練方法として実践の共同
体は有効であることを検証しつつある。

• 実践の共同体の普及については、まだ細かい部
分の検討が残されている。今回取り上げるのは位
相化についての問題である。

• 位相化1：周辺参加への移行。

位相化2：十全参加への移行。
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KA氏の問題行動の発現件数の推移

（捨て台詞、座り込み、反抗的な態度など・・）
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KA氏のエピソード

• １０月３日の朝、捨てぜりふを吐くだけで、指示に従
わなかった。指導員が近づいて「やりたくなかったら
出て行け」というと、急に顔面蒼白になり、指導員に
向かってきたが、近くのキャビネットにおもいっきり頭
突きをした。その後、おさまらない様子で、洗濯物を
足で蹴って捨てぜりふを吐いていた。再度指導員が
近づくと、本人も近づいてきた。 向かってくるのを覚
悟したが、「おれはいっしょうけんめいやっている」
「おれもきれるぞ」と言葉がきた。「一生懸命やってい
るのは知っている。みんな一生懸命やっている。ただ
おまえは我慢が足りない」と言葉を返すと、本人は向
きを変えて離れた。

KA氏における注意障害の克服
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KA氏における注意障害の克服

KA氏とKB氏の作業成績の推移の比較

（白衣プレス作業における成績）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

KA
氏
KB
氏

33 ページ



6

目 的

今回、位相化1の成功例（周辺参加）と位相化

2の成功例（十全参加）と思われる高次脳機能

障害者を経験したので報告する。

位相化1：事例M氏

• 46才 男性 大卒

• 診断：脳出血

• 現 症：右片麻痺

失語症

記憶障害

注意障害

遂行機能障害

知的障害

不安傾向、うつ傾向が強い

• 性格：指示に対する怒りや反発を出やすい。気持ちが落

ち込みやすい。
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M氏とY氏の問題行動の推移の比較
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M氏の初期段階(～1ヶ月)
• 事務の管理職での復職希望していたが健常のとき気が短く

対人面でのトラブルあり受傷後も同様である。

• 作業やり方の指示や修正をされると「わからない」を繰り返し
怒りだす。指導員の指示を聞かない。

• ほかの利用者に命令し、嫌がられる。

• 職員のアドバイスをなかなか受け入れない。

• 思い通りにいかないことで落ち込み「ため息」や頭をかかえ
ふさぎこむことが度々ある。

• 復職をするためにはクリーニングの訓練よりも事務に関する
訓練が大切と考え、その思いをかえることはできない。

• 本人の悩みを理解すること。そのためには場所を問わずコ
ミュニケーションをとる。本人が一番苦しい状況になったとき
に手をさしのべる。

M氏の前半(1ヶ月～6ヶ月)
• 訓練開始１ヶ月目の大きなトラブルの後での話しで「ク
リーニング訓練の必要なんですね」と、また、怒りにつ
いて「自分がつい言ってしまうんです。今は自分ではな
いです」と。次の日にはほかの指導員から本人が少し
かわったのではと言ってきた。が自己流、反発あり

• ２ヶ月目には、プレスの指摘された部分がわかったと
言って来た。が自己流を修正できない。

• 除々に「すみません」「・・・してもいいですか」という表現
がでてきた。

• ６ヶ月目には、プレス作業において自己流になっていた
ところを「・・・のやり方でもいいですか」と確認にくるよう
になった。

• 本人の悩みを理解すること。そのためには場所を問わ
ずコミュニケーションをとる。本人が一番苦しい状況に
なったときに手をさしのべる。
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M氏の後半(6ヶ月～)
• ９ヶ月目には、回診着の袖プレスのやり方を聞
いてきたが、はじめて「わからない」と言わずに
見ていた。３回目にはなんとかできていた。白衣
プレスの一部ではあるが袖プレスができるように
なった。

• 1年1ヶ月目には、糊つくりを実施し約１ヶ月で全
ての工程ができるようになった。一つのまとまっ
た作業をすべてこなせたのはこれがはじめてで
ある。

• 本人の悩みを理解すること。そのためには場所
を問わずコミュニケーションをとる。本人が一番
苦しい状況になったときに手をさしのべる。

M氏の糊つくりの成績(1年後)
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M氏のまとめ(位相化1)

• 約半年後に位相化1を行うことができた。

• 自己流を脱して聞く耳をもちはじめてきた。

• 本人の悩みを理解すること。そのためには場所を問
わずコミュニケーションをとる。本人が一番苦しい状
況になったときに手をさしのべる。

• 位相化1の限界

問題行動の発現には変化がみられない。

作業成績はじきに頭打ちになる。(位相化2を行わ
ないとこれ以上の向上は望めないのでは?)

位相化2：事例Y氏

• 45才 男性 高卒

• 診断：脳出血（左被殻出血）

• 現 症：右片麻痺

失語症

記憶障害

注意障害

遂行機能障害

• 性格：明るいが、不安を持ちやすく訴えも多い。
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M氏とY氏の問題行動の推移の比較
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Y氏の初期・前半(～2、3ヶ月)

• 作業で少し間違ったりすると「記憶障害があ
るから」できないですとか「ばかだから」と軽く
言ってくる。

• 将来自立に向けての不安が強く訓練途中で
訓練の変更などの相談あり、例えば自動車
の免許をとりたい、国語や算数の勉強をいれ
てほしい、職業リハの試験をうけたい、パソコ
ンの勉強もしたい、資格をとりたいなどである。

• 給料の高いところにいきたい。

Y氏の後半(2、3ヶ月～)

• 「記憶障害・・・」「ばかなんです」については徐々に減少し、
最後にはまったく言わなくなった。

• 指導員が知らないうちに作業については自分の部屋にやり
方を記録しコピーして貼り出していた。

• 訓練が終わったあと自室で計算練習（そろばん）や漢字の練
習をやっている。また患側上肢（マヒ側の上肢）のリハビリな
ども日々つづけている。

• プレス作業については合格レベルに到達している。またアイ
ロンについても積極的に取り組んでいる。

• 本人の悩みである記憶障害については作業する上では気に
せずありのままの自分で取り組む話をしつづけた。最後には
ありのままの自分でという言葉に涙を流していた。

• 修了の３ヶ月前にクリーニングで就職したいと言って来た。
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Y氏のまとめ(位相化2)

• 本人の悩みである記憶障害については作業
する上では気にせずありのままの自分で取り
組む話をしつづけた。

• 作業成績は合格レベルに達していた。

ご清聴ありがとうございました
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事例KA氏
• １８歳、男性、養護学校（高等部）卒

• 診断：外傷性脳損傷（脳挫傷）

• 受傷原因：幼少のとき階段から転落

• 現 症：右片麻痺

• 知的障害（ IQ56、学力は小２年程度）

• 巧緻性動作の障害（豆移動２０個／1時間以上中止）

• 長時間の立位は不可

• 注意障害

• 性 格？：良しにつけ悪しきにつけ、思ったことはそのまま

• 態度に出してくる。気持ちを隠すことができない。

•
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「訓練仕上がり像、及び習得目標の表現形式の工夫とその活用事例」

- オーダーメイド型訓練コースの設計プロセスから編み出した新たな表現形式 -

高度ポリテクセンター
村上智広

職業訓練運営プロセスの主要ステージ

① 訓練ニーズの特定 Identification
(要請又は仮説に沿ったニーズ特定）

① 訓練ニーズの特定 Identification
(要請又は仮説に沿ったニーズ特定）

② 訓練企画 Planning
（企画書,等）

② 訓練企画 Planning
（企画書,等）

③ 訓練開発 Development
（ｶﾘｷｭﾗﾑ、教材、広報資料、等）

③ 訓練開発 Development
（ｶﾘｷｭﾗﾑ、教材、広報資料、等）

④ 訓練実施 Conducting
（訓練、納得度・修得度ﾁｪｯｸ、等）

④ 訓練実施 Conducting
（訓練、納得度・修得度ﾁｪｯｸ、等）

⑤ 訓練評価 Evaluation
(実施結果評価、効果測定、分析ﾃﾞｰﾀ、等)

⑤ 訓練評価 Evaluation
(実施結果評価、効果測定、分析ﾃﾞｰﾀ、等)

⑥ フィードバック(改善) 
とナレッジ化

(総括資料,コース履歴カルテ、等)

⑥ フィードバック(改善) 
とナレッジ化

(総括資料,コース履歴カルテ、等)

オーダー型 レディメイド型
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２－１．人材育成プランニング支援プロセス

① ヒアリング

②企業事例紹介

③能力体系サンプル紹介

④職業能力データベース紹介

⑤取り組みの方向性確認

⑥仕上がり像ヒアリング

⑦人材育成プランニング

⑧プランニング内容
についての打ち合わせ

⑨運営内容打ち合わせ

⑩訓練実施

⑪評価、フォローアップ

Ｃ社 プレス技術 基盤人材育成

平成１７年３月２４日 → ６月２８日～８月２５日 →９月５日～１８年３月１日

一連の支援内容

第１ステージ
「気づき・気運作り」

第３ステージ
「具体的展開」

第２ステージ
「プランニング」

オーダー型コース
ならではの要望

オーダー型コース
ならではの要望

世代交代が途切れないように
５年先を意識した計画を作成したい。

人材育成への投資効果を経営陣にアピールする
ために訓練成果を定量的に示す必要がある。
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図４ 必要能力分析結果

もう一つのヒント
プレス加工企業専務さん
のＣＵＤＢＡＳチャート
に対する一言

「うちの様な所には

□□すぎるなあ」

訓練仕上がり像の表現は、あとあとまで影響

オーダー型訓練設計の経験を元に、
「訓練仕上がり像表現」を工夫中。

→ ①職務構成表

→ ②キャリア形成ストーリー

オーダー型訓練コース設計の経験から訓練仕上がり像に望ましいと思わ
れたこと。

・「その前」、「その後」がイメージし易い。
→職業キャリアルート＝発展 の着想が得やすい。

・シンプル、かつ現場でも簡単に扱えるような、ありきたりの表現。

（コース企画の後工程）
カリキュラム、訓練課題、
教材、評価項目・方法
あるいは、系列コース企画

従来の仕上がり像表現イメージ

・ＮＣカスタムマクロプログ
ラムが組める。

・旋盤、フライス盤職種
技能検定２級課題程度
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図２ 職務構成表

担当者からの具体的が
要望が出やすい

図３ キャリア形成ストーリー＝仕上がり像

シンプルな可視化（紙1枚）

点から線（職業時系列上）の表示

①訓練コース設定や訓練方案の
検討が容易になった。

→必要スキルを抽出しやすい。
→到達イメージからの逆算でア
イデアが湧きやすい。

②訓練の対象者や訓練の目標
が語りやすくなった。

この仕上がり像表現形式により

③経営陣への研修目的が説明
しやすい。
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クランクプレス（１２０KＮ、８００kＮ）
サーボプレス（８００kＮ）、及び周辺装置
金型（単発実験用、順送、アクリル製教材型）
ハンドフォークリフト、金型用クレーン
薄板引張試験機、万能塑性加工試験機
マイクロスコープ、工具顕微鏡、3次元測定機
プレス機静的精度・動的挙動の観察測定機材

主な訓練用
機材

プレス加工実験方案の立案と実施 (2)

プレス金型設計製作のトラブル対策 ○ (2)

プレス加工のトラブル対策 ○ (2)

プレス現場の安全性向上技術 ☆ (2)
現場リーダー
としての
実践力

プレス金型設計製図 ☆ (4)

プレス金型各部寸法調査と型構造解読☆ (2)

プレス生産技術（プレス金型編）☆ (3)プレス金型
基盤スキル
の強化

鉄鋼材料の知識と熱処理 ○ (2)

プレス加工の理論と実際 ○ (4)

プレス生産段取り ☆ (2)

プレス生産技術（プレス機械編）☆ (2)
プレス加工
基盤スキル
の強化

訓練コース名 （日数）ねらい

表１ 開設コースリスト

図５ 習得目標の活用例 「習得度チェックシート」

「習得目標」について
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訓練評価（スキルチェック表）

　到達目標

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1-1 Ａ 個人情報をいただいた目的以外には使用しない。 3 ○ 2 0

1-2 Ａ 個人情報とは何かを説明できる。 3 ○ 1 0

1-3 Ａ 個人情報の利用目的を受講者に説明できる。 3 ○ 3 0

1-4 Ａ 部外講師に対して個人情報の説明ができる。 3 ○ 2 0

1-5 Ａ 個人情報が含まれるものはコピーしない。 3 ○ 2 0

1-6 Ｂ 修了証を受講者に渡す場合は必ず本人に渡す。 3 ○ 3 0

1-7 Ｂ 長時間席を離れる時はパソコンの電源を切ることができる。 3 ○ 1 0

1-8 Ｂ 個人情報をローカルディスクに保存してはいけないことを知っている。 ○ 2 0

1-9 Ｂ 目的以外で個人情報を見ない。 ○ 3 0

1-10 Ｂ 他人の電子メールアドレス等を他の人に教えない。 ○ 2 0

1-11 Ｂ お客様確認シートはシステムに入力後指導課で保管し、指導員は持たない。 ○ 3 0

1-12 Ｂ 整理整頓ができる。 ○ 2 0

1-13

1-14

1-15

1-16

1-17

1-18

1-19

1-20 Av 0

Ａ

「習得目標（求められる能力・資質）にもとづく自己スキル確認表」　　　　　　　　　　　コース名：個人情報取り扱い担当者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　：２００５年１２月１３日

項目番号 個人情報の利用
目
標

技量評価 受講
前

技量評価 受講
後

総合
評価

『技量評価水準の目安』
　１：自分ひとりではまったくできない。知らない。
　２：先輩や周りの支援が必要。手引き書が必
要。
　３：自分一人でできる。知っている。
　４：かなり良くできる。良く知っている。
　５：指導ができるほどできる。

指導ができるほど知っている。

0 1 2 3 4 5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

項
目

自己評価結果

受講前

受講後

総合評価の目安（指導者による判定）
　　Ｓ：応用・指導ができるレベルに達した
　　ＡＡ：目標以上のレベルに達した
　　Ａ：目標の9割以上を達成した
　　Ｂ：目標の8割以上を達成した
　　Ｃ：目標の7割以上を達成した
　　Ｄ：目標の7割未満の達成である

図４ 必要能力の分析とそのブレークダウン結果

習得目標項目

ブレークダウン
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スキルチェックシート 兼 訓練ガイドシート

習得目標リストの活用例

習
得
目
標
項
目

ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン

結論２ （並びに反省）
「習得目標」の潜在価値を活かし
きっていない。

→習得度評価
→実習方案の設計資料
→訓練生からみればガイドマップ
・ ・ ・
→訓練成果の担保基準
→訓練への投資効果測定
→

今後、「習得目標の設計と活用」
は重要テーマになりうる。

国が設置するポリテクセンター
の所有資源を活用した支援

教育訓練

職業が
あるから

教育訓練
がある

研修責任者
にとっては
想像以上に
この距離が遠い

職 業

指導員、訓練設備
技能・工学上の知見、調査
教材研究開発
指導ノウハウ

職業能力開発体系データベース
スキル分析手法（CUDBAS法等）

訓練カリキュラムデータベース
訓練設計ノウハウ

スキル分析

キャリア形成
ストーリ

教育訓練
プランニング

哲学１ 「 職業があるから、 職業訓練がある 」

哲学２ 「実学一体の実践的訓練の探求」

人材育成
プランニング
支援の対象

図９ 人材育成プランニング支援サービスの概念

訓練仕上がり像表現として
（仮称）キャリア形成スト－リー

訓練仕上がり像表現として
（仮称）キャリア形成スト－リー

習得目標リスト
（スキルチェックシート 兼 訓練ガイドシート）

習得目標リスト
（スキルチェックシート 兼 訓練ガイドシート）

まとめ 人材育成支援の中から得た新表現形式の位置づけ

逆に我々の
腕の見せ所

逆に我々の
腕の見せ所
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「職業」 「職業訓練」があるから がある。

おわりに

「人材育成プランニング」 の基本哲学 は今も昔も同じ

（職業訓練計画）

我々は今後も、この哲学に沿って、より有用な訓練コース
の開発に関する探求を進めたいと考えます。
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